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対前年同期増加率の推移（金融業、保険業を除く） （単位：％、億円）◆売上高（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増収
売上高は、351兆11億円で、対前年同期増加率（以下、「増加率」

という）は5.7％となりました。
業種別にみると、製造業は9.2％、非製造業は4.3％となりました。
◆経常利益（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業はともに増益
経常利益は、23兆145億円で、増加率は24.7％となりました。
業種別にみると、製造業は22.1％、非製造業は26.4％となりま

した。
◆設備投資（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増加
設備投資額は、11兆5,518億円で、増加率は4.3％となりました。
業種別にみると、製造業は5.1％、非製造業は3.8％となりました。
なお、ソフトウェア投資額を除いた設備投資額は10兆3,839億円
で、増加率は5.5％となりました。

―令和３年10～12月期調査　

回答法人数 　22,272社 （18,467社）
回 答 率 　 69.0％     （69.1％）
（　）書きは金融業、保険業を除いた数値です。

財務省法人企業統計調査 この調査は、統計法に基づく基幹統計として資本金１千万円以上の営利法人等を対象に、
企業活動の短期的動向を把握することを目的として、四半期ごとの仮決算計数を調査して
いるものです。
　以下は、令和４年３月２日に発表した令和３年10～ 12月期の調査結果の概要です。

　「法人企業統計調査」は、統計法に基づく基幹統計に指定されており、調査の対象となった
法人様には調査票を提出する義務がございますので、必ず提出期限までに財務省（財務局・
財務事務所）への提出をお願いします。
　なお、次回令和４年１～３月期の調査票の提出期限は令和４年５月10日、結果の公表は
令和４年６月１日の予定です。

売上高
　全産業
　　製造業
　　非製造業
経常利益
　全産業
　　製造業
　　非製造業
設備投資
　全産業

　　製造業

　　非製造業

区　分 2.10-12 3.1-3 4-6 7-9 10-12 

（注）設備投資の（　）書きは、ソフトウェア投資額を除いたベース。

（実　額）
3,510,011
1,041,640
2,468,371
（実　額）
230,145
87,685
142,460
（実　額）
115,518 
(103,839)
40,689 
(37,203)
74,829 
(66,636)

4.6 
9.7 
2.6 

　
35.1 
71.0 
17.0 
　
1.2 
(2.2)
0.9 
(1.3)
1.4 
(2.7)

10.4
20.1
6.8

93.9
159.4
64.2

5.3
(3.6)
4.0
(4.4)
5.9
(3.2)

△3.0
△1.4
△3.6

26.0
63.2
10.9

△7.8
(△9.9)
△6.4
(△6.6)
△8.5

(△11.5)

△4.5
△5.4
△4.1

△0.7
21.9

△11.2

△4.8
(△6.1)
△8.5
(△10.7)
△2.6
(△3.4)

5.7
9.2
4.3

24.7
22.1
26.4

4.3 
(5.5)
5.1 
(7.5)
3.8 
(4.4)

税
効
果
関
連
の
公
開
草
案
、議
論
大
詰

め
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
２
月
21
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
７
４
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

Ｓ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
取
扱
い

⑴　
Ｓ
Ｔ
実
務
対
応
報
告
の
適
用
時

期
等

第
１
４
５
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
号
（
№

１
６
３
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
電
子
記
録
移
転

有
価
証
券
表
示
権
利（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・

ト
ー
ク
ン
。
以
下
、「
Ｓ
Ｔ
」
と
い
う
）

等
の
発
行
お
よ
び
保
有
の
会
計
処
理

お
よ
び
開
示
に
関
す
る
実
務
対
応
報

告
の
適
用
時
期
お
よ
び
経
過
措
置
に

つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

適
用
時
期
を
２
０
２
３
年
４
月
１

日
以
後
開
始
す
る
事
業
年
度
の
期
首

か
ら
（
本
実
務
対
応
報
告
の
公
表
日

以
後
終
了
す
る
事
業
年
度
お
よ
び
四

半
期
会
計
期
間
か
ら
早
期
適
用
可
）

と
し
、
特
段
の
経
過
措
置
の
定
め
は

置
か
な
い
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
異
論
は
聞
か
れ
な

か
っ
た
。

⑵　
文
案
検
討

Ｓ
Ｔ
の
実
務
対
応
報
告
お
よ
び

「
資
金
決
済
法
上
の
暗
号
資
産
又
は

金
融
商
品
取
引
法
上
の
電
子
記
録
移

転
権
利
に
該
当
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク

ン
の
発
行
及
び
保
有
に
係
る
会
計
処

理
に
関
す
る
論
点
の
整
理
」
の
文
案

に
つ
い
て
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

文
章
修
正
に
つ
い
て
い
く
つ
か
委

員
か
ら
意
見
が
聞
か
れ
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
可
能
な
ら
ば
次
回

（
３
月
11
日
開
催
予
定
）
親
委
員
会

で
公
表
議
決
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
改
正

第
１
０
９
回
リ
ー
ス
会
計
専
門
委

員
会（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
号（
№

１
６
３
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
表
示
・
開
示
の

論
点
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

借
手
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
と
整
合
的
な
も
の
と
す
る
。
貸

手
に
つ
い
て
は
、
表
示
に
関
し
て
は

現
行
の
定
め
を
踏
襲
し
、
開
示
に
関

し
て
は
現
行
の
定
め
の
維
持
か
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
定
め
を
参
考
に
現
行

の
定
め
を
拡
充
す
る
２
案
が
示
さ
れ

た
。金

融
資
産
の
減
損

第
１
７
６
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
号
（
№

１
６
３
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
次
の
論
点
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
お
よ
び
ト
ピ
ッ

ク
326
の
予
想
信
用
損
失
に
関
連
す

る
ガ
イ
ダ
ン
ス（
コ
ア
で
な
い
部

分
）の
確
認

Ｅ
Ｃ
Ｌ
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
）
と
Ｃ

Ｅ
Ｃ
Ｌ
（
米
国
会
計
基
準
）
の
コ
ア

で
な
い
部
分
の
金
融
資
産
の
減
損
に

関
連
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
示
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
ス
テ
ッ
プ
２
以
降
で
議
論

す
る
と
す
る
事
務
局
案
に
対
し
て
、

異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

⑵　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
Ｌ
と

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
適
用
に
よ
る
影
響

両
モ
デ
ル
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

会
計
情
報
が
提
供
さ
れ
得
る
の
か

を
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
非
常
時
の
状

況
に
お
け
る
欧
米
の
金
融
機
関
の
実

例
に
よ
っ
て
再
度
確
認
す
る
資
料
等

が
示
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
は
特
段
の

意
見
は
出
な
か
っ
た
。

税
効
果
会
計
関
連

第
78
回
税
効
果
会
計
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
号
（
№

１
６
３
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
次
の
論
点
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
税
金
費
用
の
計
上
区
分

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
法

人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税
等
に
関

す
る
会
計
基
準
」
の
改
正
案
が
示
さ

れ
た
。
計
上
区
分
に
関
す
る
改
正
文

案
は
次
の
と
お
り
。
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定
型
約
款
と
は
？

白
川　

敬
裕

経
理
に〝
効
く
〟

法
律
雑
学

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
と
き
、
利
用
規
約
の

ペ
ー
ジ
が
出
て
き
て
、「（
利
用
規
約
に
）

同
意
し
ま
す
」
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
な
い
と
先
に
進
め
な
い
、
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
に
も
、
保

険
に
加
入
す
る
と
き
、
電
車
に
乗
る
と

き
な
ど
、
個
別
に
交
渉
し
て
契
約
条
件

を
決
め
る
こ
と
に
な
じ
ま
な
い
取
引
で

は
、
あ
ら
か
じ
め
業
者
が
定
め
た
「
約

款
」
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
民
法
（
以
下
、

「
改
正
法
」
と
い
い
ま
す
）
で
は
、
新

た
に「
定
型
約
款
」の
規
定
が
設
け
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
約
款
が
契
約
の
内

容
と
な
る
の
か
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
改
正
法
が
適
用
さ
れ
る
「
定

型
約
款
」
に
該
当
す
る
の
は
、
次
の
２

つ
の
要
件
を
充
た
す
場
合
で
す
。

①　
不
特
定
多
数
の
者
を
相
手
と
す

る
取
引
で
あ
っ
て
、
取
引
の
内
容

の
全
部
ま
た
は
一
部
が
画
一
的
で

あ
る
こ
と
が
、
両
当
事
者
に
と
っ

て
合
理
的
な
取
引
（
＝
定
型
取
引
）

で
あ
る
こ
と

②　
そ
の
よ
う
な
定
型
取
引
に
お
い

て
、
契
約
の
内
容
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
準
備
さ
れ
た
条
項
の

総
体

事
業
者
同
士
の
取
引
で
、
便
宜
上
、

契
約
書
の
ひ
な
形
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
事
業
者
同
士
の
取

引
は
、
一
般
的
に
「
画
一
的
で
あ
る
こ

と
が
合
理
的
」
と
ま
で
は
い
え
ず
、
個

別
の
交
渉
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
得
ま
す
（
＝
①
の
条
件
を
充
た

さ
な
い
）。
し
た
が
っ
て
、
事
業
者
間

の
契
約
書
は
、
ひ
な
形
が
用
い
ら
れ
た

と
し
て
も
、
定
型
約
款
に
は
含
ま
れ
な

い
と
解
さ
れ
ま
す
。

定
型
約
款
は
、
不
特
定
多
数
と
の

取
引
を
一
律
に
処
理
す
る
た
め
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
他
方
で
、
定
型
約
款

は
、
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
る
こ
と
が
な
い

の
が
実
情
で
す
か
ら
、
無
条
件
で
契
約

の
内
容
に
な
る
と
い
う
の
も
行
き
過
ぎ

で
す
。
そ
こ
で
、
改
正
法
で
は
、
定

型
約
款
が
契
約
内
容
に
な
る
た
め
の
要

件
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

定
型
取
引
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

「
①
当
事
者
間
で
、
定
型
約
款
を
契

約
の
内
容
と
す
る
旨
の
合
意
を
し
た
場

合
」
の
他
、「
②
あ
ら
か
じ
め
そ
の
定

型
約
款
を
契
約
の
内
容
と
す
る
旨
が
表

示
さ
れ
た
場
合
」
も
、
定
型
約
款
が

契
約
の
内
容
に
な
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
件
を
充
た
せ
ば
、
相
手

が
定
型
約
款
を
読
ん
で
い
な
く
て
も
、

契
約
の
内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、「
当
社
は
契
約
違
反

が
あ
っ
て
も
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ

ん
」
と
い
っ
た
、
思
わ
ぬ
不
利
な
条
項

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 

そ
こ
で
、
改
正
法
で
は
、
相
手

が
予
測
で
き
な
い
よ
う
な
不
利
益
条

項
（
不
意
打
ち
条
項
）
な
ど
、
民
法
１

条
２
項
が
規
定
す
る
「
信
義
誠
実
の
原

則
」
に
違
反
す
る
よ
う
な
条
項
に
つ
い

て
は
、
合
意
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
（
契
約
の
内
容
に
な
ら
な
い
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
の
契
約
で
は
、
一
方
の
当
事
者

が
勝
手
に
契
約
内
容
を
変
更
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
定
型
約
款

の
場
合
、
不
特
定
多
数
の
顧
客
か
ら

個
別
に
変
更
の
同
意
を
取
り
つ
け
る
こ

と
は
、
業
者
・
顧
客
の
双
方
に
と
っ
て

過
大
な
負
担
と
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、

改
正
法
で
は
、「
定
型
約
款
の一方
的
な

変
更
」
が
認
め
ら
れ
る
条
件
に
つ
い
て
、

規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
約
款
の
変
更
が
「
ア
相
手
の
利
益

に
な
る
場
合
」、
ま
た
は
、「
イ
契
約
の

目
的
に
反
せ
ず
、
か
つ
合
理
的
な
も
の

で
あ
る
場
合
」
に
限
っ
て
、
一
方
的
な

変
更
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
型
約
款
の
作
成
者
は
、
一
方
的

な
変
更
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
等
に
よ
り
変
更

を
周
知
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
前
記
イ
の
規
定
に
よ
り
変
更
す

る
と
き
は
、
変
更
の
効
力
発
生
時
期
ま

で
に
周
知
し
な
け
れ
ば
、
変
更
の
効
力

が
生
じ
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

５　
当
事
業
年
度
の
所
得
等
に
対
す

る
法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税

等
（注）
に
つ
い
て
は
、
次
を
除
き
、
法

令
に
従
い
算
定
し
た
額
（
税
務
上

の
欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ
り
還
付

を
請
求
す
る
法
人
税
額
及
び
地
方

法
人
税
額
を
含
む
。）
を
損
益
に
計

上
す
る
。

⑴　

企
業
の
純
資
産
に
対
す
る
持

分
所
有
者
と
の
直
接
的
な
取
引
の

う
ち
、
損
益
に
反
映
さ
れ
な
い
も

の
に
対
し
て
課
さ
れ
る
当
事
業
年

度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
、
住

民
税
及
び
事
業
税
等

⑵　

資
産
又
は
負
債
の
評
価
替
え

に
よ
り
生
じ
た
評
価
差
額
等
（
企

業
会
計
基
準
第
５
号
「
貸
借
対
照

表
の
純
資
産
の
部
の
表
示
に
関
す

る
会
計
基
準
」
第
８
項
に
定
め
る

評
価
・
換
算
差
額
等
に
区
分
さ
れ

る
も
の
を
い
う
。
以
下
「
評
価
差

額
等
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
課

さ
れ
る
当
事
業
年
度
の
所
得
に
対

す
る
法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業

税
等

注　
（
省
略
）

５
―
２　
前
項
⑴
及
び
⑵
の
当
事
業

年
度
の
所
得
に
対
す
る
法
人
税
、

住
民
税
及
び
事
業
税
等
に
つ
い
て

は
、
次
の
区
分
に
計
上
す
る
。

⑴　

前
項
⑴
の
法
人
税
、
住
民
税

及
び
事
業
税
等
に
つ
い
て
は
、
純

資
産
の
部
の
株
主
資
本
の
区
分
に

計
上
す
る
。
具
体
的
に
は
、
当
該

法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税
等

を
対
応
す
る
株
主
資
本
の
区
分
の

内
訳
項
目
か
ら
控
除
す
る
。

⑵　
前
項
⑵
の
法
人
税
、
住
民
税
及

び
事
業
税
等
に
は
、
個
別
財
務
諸

表
上
、
純
資
産
の
部
の
評
価
・
換

算
差
額
等
の
区
分
に
計
上
し
、
連

結
財
務
諸
表
上
、
そ
の
他
の
包
括

利
益
で
認
識
し
た
上
で
純
資
産
の

部
の
そ
の
他
の
包
括
利
益
累
計
額

に
計
上
す
る
。
具
体
的
に
は
、
当

該
法
人
税
、
住
民
税
及
び
事
業
税

等
を
、
個
別
財
務
諸
表
上
は
評
価
・

換
算
差
額
等
の
対
応
す
る
内
訳
項

目
か
ら
控
除
し
、
連
結
財
務
諸
表

上
は
、
そ
の
他
の
包
括
利
益
の
対

応
す
る
内
訳
項
目
か
ら
控
除
す
る
。

委
員
か
ら
は
、
特
段
の
異
論
は
聞

か
れ
な
か
っ
た
。

⑵　
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
が
適
用
さ

れ
る
場
合
の
子
会
社
株
式
等
の
売

却
に
係
る
税
効
果

連
結
財
務
諸
表
上
（
個
別
は
対
象

外
）、
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
が
適
用

さ
れ
る
場
合
の
子
会
社
株
式
等
の
売

却
に
お
い
て
税
金
費
用
が
計
上
さ
れ

な
い
よ
う
に
見
直
し
を
行
う
提
案
が

な
さ
れ
、
税
効
果
会
計
に
係
る
会
計

基
準
の
適
用
指
針
等
の
改
正
文
案
が

示
さ
れ
た
。
な
お
、
特
段
の
注
記
の
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Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
基
準
諮
問
会
議
を
設
置
へ

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、基
準
諮
問
会
議

会
　
　
計

普
通
借
地・借
家
契
約
に
関
す
る
リ
ー

ス
期
間
の
設
例
、検
討

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

定
め
を
設
け
な
い
と
し
て
い
る
。

適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
３
年
３
月
期
の
期
中
に
最
終

化
す
る
と
仮
定
し
、
２
０
２
３
年
４

月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
の
期
首

か
ら
適
用
（
本
改
正
の
公
表
日
以
後

最
初
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
年
度

末
か
ら
早
期
適
用
可
）
と
し
、
特
段

の
経
過
的
な
取
扱
い
を
定
め
な
い
と

す
る
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
個
別
財
務
諸
表

を
対
象
外
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
追

加
の
検
討
が
必
要
で
は
」
と
の
意
見

が
聞
か
れ
た
。

＊　
　

⑴
、
⑵
と
も
、
文
案
の
完
成
度
次

第
で
、
３
月
中
の
公
開
草
案
公
表
を

目
指
し
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

去
る
３
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
44
回
基
準
諮
問
会
議
を

開
催
し
た
。

株
式
報
酬
の
取
扱
い
に
関
す
る

事
務
局
の
分
析

前
回
（
２
０
２
１
年
12
月
20
日
号

（
№
１
６
３
１
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
よ
り
提
案

さ
れ
た
株
式
報
酬
に
関
す
る
会
計
処

理
お
よ
び
開
示
の
取
扱
い
の
整
備
に

向
け
、
事
務
局
に
よ
る
検
討
の
状
況

が
報
告
さ
れ
た
。

本
論
点
に
つ
い
て
は
、
前
回
審
議

で
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
検
討
を

行
う
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、

「
⑴
い
わ
ゆ
る
現
物
出
資
構
成
に
よ

る
取
引
に
関
す
る
会
計
基
準
の
開

発
」
に
つ
い
て
、
事
務
局
に
よ
る
検

討
の
過
程
で
、
会
社
法
上
の
論
点
が

識
別
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
現
物
出
資
構
成
に
よ
る

取
引
は
、
会
社
法
上
、
株
式
の
有
償

発
行
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、
取
締
役
の
報
酬
等
と
し
て
株

式
を
無
償
交
付
す
る
取
引
（
無
償
交

付
取
引
）
は
、
会
社
法
上
、
株
式
の

無
償
発
行
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
お

り
、
会
社
法
・
会
社
計
算
規
則
に
お

い
て
適
用
さ
れ
る
規
定
が
異
な
る
。

テ
ー
マ
提
言
書
に
お
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
現
物
出
資
構
成
に
よ
る
取
引

と
無
償
交
付
取
引
を
同
様
の
会
計
処

理
と
す
る
こ
と
が
適
切
と
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
次
の
論
点

が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑴　
事
前
交
付
型
に
お
け
る
資
本
金

の
増
加
時
点
の
相
違

⑵　
事
後
交
付
型
に
お
け
る
資
本
金

の
金
額
の
相
違

⑶　
事
後
交
付
型
に
お
け
る
株
式
引

受
権
の
取
扱
い

事
務
局
は
、
こ
れ
ら
の
会
社
法
上

の
論
点
に
関
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
に
お

い
て
適
時
に
会
計
基
準
の
開
発
が
で

き
る
か
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
が
取
り
扱
う
べ

き
テ
ー
マ
で
あ
る
か
等
、
検
討
の
実

行
可
能
性
の
整
理
を
進
め
る
と
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
会
社
法
の
制
約
が

あ
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
な
が
ら

も
、
会
計
基
準
の
開
発
に
向
け
た
対

応
を
求
め
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

あ
わ
せ
て
「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」
と

の
質
問
に
事
務
局
は
「
明
確
な
期
限

は
定
め
て
い
な
い
が
、
検
討
は
続
け

て
い
く
」
と
回
答
し
た
。

日
本
基
準
の
開
発
状
況

中
期
運
営
方
針
と
し
て
、開
示（
注

記
事
項
）
に
関
す
る
方
針
の
整
理
が

挙
げ
ら
れ
た
。
次
の
論
点
に
つ
き
、

今
後
の
会
計
基
準
を
開
発
す
る
際
に

参
考
と
す
べ
き
方
針
と
し
て
事
務
局

に
お
い
て
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
審
議
は
開
始
し
て
い
な
い
。

①　
単
体
財
務
諸
表
に
お
け
る
開
示

②　
重
要
性
の
考
え
方

委
員
か
ら
は
、「
企
業
の
負
担
等

を
勘
案
す
る
と
、
単
体
財
務
諸
表
の

開
示
の
あ
り
方
は
早
急
に
審
議
す
べ

き
」
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
に
関
す

る
動
向
等

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会

（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
）
の
設
立
に
際
し
、
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
基
準
諮
問
会
議
と
は
別
に

Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
基
準
諮
問
会
議
を
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
次
の
点
に
つ
い
て
意
見
が

求
め
ら
れ
た
。

ⅰ　
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
と
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
連
携

ⅱ　
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
と
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
各
基

準
諮
問
会
議
の
連
携

委
員
か
ら
は
両
者
の
連
携
に
賛
意

が
示
さ
れ
た
う
え
、「
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
開
示
は
そ
の
範
囲
が
広
く
、

業
種
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
そ
の
点

を
勘
案
し
た
委
員
の
選
定
が
望
ま
れ

る
」
と
い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
た
。

去
る
３
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
１
０
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
検
討
事
項
は
次
の
と
お
り
。

貸
手
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

リ
ー
ス
の
会
計
処
理

貸
手
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

リ
ー
ス
（
Ｏ
Ｌ
）
の
会
計
処
理
に
つ

い
て
、
次
の
定
め
を
置
く
と
す
る
３

つ
の
案
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、
貸
手

の
変
動
リ
ー
ス
料
の
定
め
を
置
く
場

合
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
と
Ｏ

Ｌ
に
共
通
の
定
め
を
置
く
。

案
１
：
す
べ
て
の
変
動
リ
ー
ス
料
（
指

数
ま
た
は
レ
ー
ト
に
応
じ
て
決
ま
る

変
動
リ
ー
ス
料
を
含
む
）
に
つ
い
て

貸
手
の
リ
ー
ス
料
に
含
め
な
い
。

案
２
：
現
行
の
リ
ー
ス
適
用
指
針

の
文
言
と
同
様
に
、
将
来
の
一
定

の
指
標
（
売
上
高
等
）
に
よ
り
変

動
す
る
リ
ー
ス
料
な
ど
を
貸
手
の

リ
ー
ス
料
に
含
め
な
い
。

案
３
：
変
動
リ
ー
ス
料
の
う
ち
、
指

数
ま
た
は
レ
ー
ト
に
応
じ
て
決
ま

る
変
動
リ
ー
ス
料
の
み
を
貸
手
の

リ
ー
ス
料
に
含
め
る
。
こ
こ
で
、

当
初
測
定
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ス

開
始
日
現
在
の
指
数
ま
た
は
レ
ー

ト
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
を
定

め
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
変
動
リ
ー

ス
料
を
使
う
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
み
ら

れ
な
い
。
わ
が
国
の
実
務
で
多
い
パ

タ
ー
ン
の
み
記
載
す
べ
き
」、「
変
動
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プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
４
つ
の
柱
に
つ
い
て

審
議
─
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
設
立
準
備
委

会
　
　
計

リ
ー
ス
料
の
貸
手
の
当
初
測
定
の
取

扱
い
を
検
討
し
な
い
と
、
ど
の
案
が

よ
い
か
決
め
ら
れ
な
い
の
で
は
」
と

の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

わ
が
国
に
特
有
な
取
引
の
設
例

わ
が
国
に
特
有
な
取
引
等
に
つ
い

て
の
設
例
の
う
ち
、
普
通
借
家
契
約

お
よ
び
普
通
借
地
契
約
に
関
す
る

リ
ー
ス
期
間
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

次
の
設
例
案
が
示
さ
れ
た
。

⑴　
不
動
産
に
お
け
る
借
手
保
護
の

法
律
が
、
リ
ー
ス
期
間
を
決
定
す

る
際
に
検
討
対
象
と
す
べ
き
延
長

オ
プ
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か

⑵　
普
通
借
家
契
約

・
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す
る

（
解
約
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
な

い
）
場
合

・
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
な
い

（
解
約
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す
る
）

場
合

⑶　
普
通
借
地
契
約

・
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す
る

（
解
約
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
な

い
）
場
合

・
延
長
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
な
い

（
解
約
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す
る
）

場
合

⑵
、
⑶
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ス
開

始
日
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
慮
し

総
合
的
な
判
断
を
行
う
た
め
の
検
討

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
判
断
結
果
の
年

数
を
示
さ
な
い
設
例
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
年
数
は
記

載
し
て
ほ
し
い
」、「
年
数
を
絞
り
込

む
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
れ
ば
、
年
数

の
幅
で
も
問
題
な
い
」
と
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
に
お
け
る
設
例

改
正
リ
ー
ス
会
計
基
準
等
に
お
い

て
採
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
16
号
の
主
要
な
定
め
に
沿
っ
て
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
に
お
け
る
設
例
を
採
り

入
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
設

例
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
た
。

前
回
専
門
委
員
会
お
よ
び
２
月
21

日
開
催
の
第
４
７
４
回
親
委
員
会
で

は
、「
設
例
３
―
光
フ
ァ
イ
バ
ー
・

ケ
ー
ブ
ル
」
を
採
り
入
れ
な
い
と
す

る
提
案
に
つ
き
、
反
対
意
見
が
聞
か

れ
て
お
り
、
資
産
の
稼
働
能
力
部
分

の
取
扱
い
（
改
正
リ
ー
ス
会
計
基
準

に
取
り
入
れ
る
か
）
に
つ
い
て
、
今

後
の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
旨
が
示

さ
れ
た
。

今
回
、「
設
例
４
―
小
売
区
画
」

を
採
り
入
れ
る
案
が
示
さ
れ
、
専
門

委
員
か
ら
特
段
の
異
論
は
聞
か
れ
な

か
っ
た
。

去
る
３
月
１
日
、
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
設
立

準
備
委
員
会
は
第
３
回
会
合
を
開
催

し
た
。
今
回
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｗ
Ｇ
に
よ
る

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
関
連
財
務
情

報
の
開
示
に
関
す
る
全
般
的
要
求
事

項
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」（
以
下
、「
全

般
的
要
求
事
項
」
と
い
う
）
お
よ
び

「
気
候
関
連
開
示
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」

（
以
下
、「
気
候
関
連
開
示
」
と
い
う
）

の
う
ち
、４
つ
の
柱
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

戦
略
、
リ
ス
ク
管
理
、
指
標
お
よ
び

目
標
）
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、

対
応
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
提
言
等
や
事
務

局
に
よ
る
補
足
お
よ
び
分
析
が
提
示

さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
に
よ
る
分
析

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
つ
い
て
、
事
務

局
は
次
の
よ
う
な
分
析
を
示
し
た
。

・
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
リ
ス
ク

お
よ
び
機
会
を
全
社
的
に
管
理
す

る
場
合
が
多
く
、
必
ず
し
も
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｂ
が
今
後
開
発
予
定
の
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
リ

ス
ク
お
よ
び
機
会
の
監
督
機
関
が

置
か
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

一
方
、
今
後
開
発
予
定
の
テ
ー
マ

別
基
準
や
産
業
別
基
準
に
お
け
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
開
示
事
項

に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

大
き
な
違
い
が
な
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
原
則
、

一
般
目
的
財
務
報
告
の
な
か
の
組

織
の
概
要
に
関
す
る
記
述
の
次
に
、

全
社
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
包
括

的
に
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
責
任
を
負
う

者
（those charged w

ith 
governance

）」
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
開

示
基
準
に
お
い
て
も
定
義
が
必
要

で
は
な
い
か
。

委
員
の
意
見

事
務
局
分
析
に
対
し
、
委
員
か
ら

は
、
お
お
む
ね
同
意
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
う
え
で
「
全
般
的
要
求
事
項
と

気
候
関
連
開
示
に
重
複
が
多
く
み
ら

れ
る
」、「
基
準
の
複
雑
性
を
増
す
要

因
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
重
複
し

た
要
求
は
避
け
る
べ
き
で
は
」
と
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。
事
務
局
は
「
事

務
局
提
案
は
あ
く
ま
で
た
た
き
台
の

た
め
、
こ
れ
か
ら
議
論
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

経理用語の豆知識
ITに関する委託業務

外部委託する業務としては、開発や保守のように需要に応
じた都度委託するものもあれば、運用のように反復継続して
委託するものもある。運用については、バックアップの実施や
利用者のID管理等のIT全般統制に関係する業務や、データ
入力や更新業務といったIT情報処理統制に関する業務があ
る。委託業務の形態には、①ハウジング、②ホスティング、③共
同センター、④ASP、⑤クラウドサービス等が挙げられる。
クラウドサービスに関する委託業務に関する内部統制を検
証する場合、自社保有との違いとそれによるリスクを考慮せ
ずに、市販の簡易なパッケージ・ソフトウェアとして評価する
ことがないよう、クラウドサービス利用のリスクについて検討
することが重要である。
クラウド業者に往査して十分な情報を得ることは、他の利
用者への守秘義務の関係で制限が加わることもあるため、内
部統制に関する報告書を入手することもある。



情報ダイジェスト

経理情報●2022.3.20（No.1639） 8

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2022年 
２月24日

会計制度委員会研究資料「ソフト
ウェア制作費等に係る会計処理及
び開示に関する研究資料～ DX環
境下におけるソフトウェア関連取
引への対応～」（公開草案）

JICPA

ソフトウェアに関するビジネスの環境変化が生じているなかで、ソフ
トウェアおよびその周辺の取引に関して、実務上の課題を抽出し、会計
処理にあたり一定の指針となる考え方を示す会計基準の開発に資する
ことを目的としたもの。コメント期限は2022年４月24日。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20220224adg.html

―

2022年 
３月１日

監査意見不表明及び有価証券報告
書等に係る訂正報告書の提出時期
に関する留意事項

JICPA

過年度の会計不正が疑われるような状況の発生に際し、当該事実関係
の調査完了前に、過年度の有報等に係る訂正報告書が提出され、監査意
見を不表明とする事例が生じている状況を踏まえ、意見不表明の位置
づけと訂正報告書の提出時期の考え方を示したもの。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20220301dez.html

―

証
　
　
券

世
界
の
株
価
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

展
開
い
か
ん

金
　
　
融

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
悪
化
で
イ
ン
フ
レ

加
速
へ

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
、
金
融
市
場
に
も
影
響
を
与
え
て

い
る
。
ロ
シ
ア
軍
は
２
月
24
日
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
軍
事
施
設
へ
の
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
を
開
始
し
た
。
１
週
間
が
経

過
し
、戦
況
は
長
引
く
様
相
で
あ
る
。

日
米
欧
の
各
国
は
、
ロ
シ
ア
に
対
す

る
経
済
制
裁
を
決
め
、
一
部
の
銀
行

の
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
（
国
際
銀
行
間
通
信

協
会
）
か
ら
の
排
除
、
ロ
シ
ア
中
央

銀
行
の
外
貨
準
備
や
政
府
要
人
の
個

人
資
産
の
凍
結
な
ど
を
実
行
し
た
。

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
は
、
主
に
銀
行
間
の

外
国
送
金
の
通
信
手
段
と
な
る
イ
ン

フ
ラ
で
、
仕
向
・
被
仕
向
銀
行
間
の

送
金
連
絡
や
カ
バ
ー
資
金
の
振
替
指

図
を
送
信
す
る
。
決
済
手
段
で
は
な

く
通
信
手
段
な
の
で
、
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

を
経
由
し
な
い
送
金
指
図
も
可
能
だ
。

ロ
シ
ア
は
完
全
に
他
国
と
の
資
金
移

動
を
遮
断
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

事
実
上
の
国
際
的
な
標
準
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
た
め
、
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
。

こ
う
し
た
措
置
に
金
融
不
安
が
広

が
り
、
国
内
の
市
中
銀
行
で
も
預
金

流
出
な
ど
で
「
流
動
性
不
足
に
陥
っ

て
い
る
」
と
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
総
裁

が
危
機
感
を
表
明
す
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
金
融
市
場
で
は
、
ロ
シ
ア

国
債
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル

ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｄ
Ｓ
）
の
保
証

料
率
が
侵
攻
後
に
急
騰
し
、
金
融
不

安
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
通
貨
ル
ー
ブ

ル
も
対
米
ド
ル
で
急
落
し
て
い
る
。

し
か
も
、
為
替
介
入
資
金
も
凍
結

さ
れ
て
い
る
た
め
下
落
に
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
ロ
シ
ア
国

内
の
金
融
不
安
が
、
日
米
欧
の
中
央

銀
行
の
金
融
政
策
に
お
い
て
、
金
融

緩
和
や
利
上
げ
先
送
り
に
つ
な
が
る

こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
利
上
げ
前
倒

し
要
因
と
な
る
だ
ろ
う
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
に
関
係
な
く
元
々
イ
ン
フ
レ
高

進
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
欧
米
に
は
、
イ
ン

フ
レ
加
速
の
懸
念
が
生
じ
る
か
ら
だ
。

ル
ー
ブ
ル
下
落
に
よ
る
ロ
シ
ア
国

内
の
イ
ン
フ
レ
の
み
な
ら
ず
、
外
国

と
の
資
金
受
渡
し
の
滞
り
が
物
資
流

通
の
障
害
と
な
る
。
ロ
シ
ア
の
輸
出

相
手
国
は
半
分
近
く
が
Ｅ
Ｕ
向
け

で
、
輸
出
品
目
の
半
分
以
上
が
原

油
と
石
油
精
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

現
状
は
、
３
月
２
日
に
Ｗ
Ｔ
Ｉ
で

１
０
６
ド
ル
ま
で
上
昇
し
た
原
油
価

格
が
さ
ら
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
高

く
、
イ
ン
フ
レ
加
速
と
金
利
上
昇
を

招
く
要
因
と
な
る
公
算
が
強
い
。

２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
そ
れ

か
ら
１
週
間
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反
撃

は
予
想
以
上
と
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
進

撃
速
度
は
想
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
し
か
し
、
情
勢
は
依
然
不
透

明
な
ま
ま
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
抵
抗
力
、
国
際
的

な
ロ
シ
ア
経
済
制
裁
の
早
さ
と
規
模

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア

の
誤
算
が
目
立
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
特
に
制
裁
手
段
の
な
か
で
、
金

融
制
裁
（
ロ
シ
ア
の
銀
行
を
Ｓ
Ｗ
Ｉ

Ｆ
Ｔ
と
い
う
国
際
的
決
済
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
追
放
）
が
早
々
と
実
行

さ
れ
た
こ
と
の
衝
撃
は
大
き
い
。
ロ

シ
ア
国
民
の
日
常
生
活
を
た
だ
ち
に

圧
迫
し
て
く
る
か
ら
だ
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
核
戦
力
の

保
有
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
バ
イ

デ
ン
米
大
統
領
は
核
の
脅
し
に
動
じ

て
い
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
長

期
戦
を
覚
悟
し
て
、
侵
攻
作
戦
を
続

け
る
（
あ
く
ま
で
首
都
制
圧
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
政
府
転
覆
を
目
指
す
）の
か
、

そ
れ
と
も
停
戦
、
撤
退
の
道
を
探
っ

て
く
る
の
か
、
現
在
、
ま
っ
た
く
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

世
界
経
済
、
金
融
・
証
券
市
場
に

と
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
こ
れ

ま
で
の
展
開
は
、
最
悪
に
近
い
シ
ナ

リ
オ
の
現
実
化
と
い
え
る
。
ロ
シ
ア

の
経
済
や
金
融
に
対
す
る
制
裁
が
早

か
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
は
予
想

さ
れ
て
い
た
対
応
措
置
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
鉱
物
資
源
な
ど
の
供
給
停
止

等
）
に
ま
だ
出
て
い
な
い
。

世
界
各
国
の
株
価
（
株
価
指
数
）

は
ロ
シ
ア
の
侵
攻
開
始
当
日
こ
そ
２

～
３
％
下
落
し
た
（
ロ
シ
ア
は
約

40
％
下
落
）
が
、
翌
日
は
プ
ラ
ス
に

転
じ
、
そ
の
後
、
一
進
一
退
が
続
い

て
い
る
。
当
日
の
下
落
幅
は
案
外
小

さ
か
っ
た
感
が
あ
る
が
、
各
国
と
も

事
前
に
か
な
り
株
価
調
整
が
進
ん
で

い
た
こ
と
、
侵
攻
に
よ
る
経
済
の
マ

イ
ナ
ス
が
予
想
困
難
な
こ
と
、
な
ど

に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。　

今
後
の
世
界
の
株
価
動
向
で
あ
る

が
、
い
う
ま
で
も
な
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
展
開
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い

る
。
も
し
、
戦
闘
が
長
期
化
し
、
相

互
の
経
済
制
裁
で
世
界
経
済
が
後

退
・
不
況
に
陥
る
と
、
顕
著
な
株
価

下
落
が
懸
念
さ
れ
る
。
反
対
に
短
期

間
で
終
息
の
展
望
が
開
け
て
く
れ
ば
、

株
価
立
ち
直
り
を
期
待
で
き
よ
う
。


